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～藤岡の文化を探る～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.72
養蚕の担い手
～女性の社会進出～

　養蚕において女性は重要な労働力でした。し
かし、女性が養蚕を教育として学ぶ機会は、男
性に比べて遅れていました。
　明治20年代には、高山社が認めた分教場とい
う養蚕農家で女性の入学実績が見られます。こ
れは、分教場の場主が自分の娘や親族を非公式
に受け入れていたものと考えられます。
　蚕業学校設立（明治34年）後は、別科（分教場）
で女子部を設けますが、当初は養蚕実習の受講
のみで学科課程の履修は認めず、卒業資格の得
られない修業生としての扱いでした。この別科
での女性への卒業資格を認めた時期は不明確で
すが、明治41年には高山社２代目社長の町田菊
次郎の娘、町田政子が町田分教場の別科を卒業
した記録が残っています。政子は卒業後、養蚕
指導者として岩手郡立女子養蚕講習所へ派遣さ
れ、当時全国的に清温育の普及活動をしていた
高山社のために活躍しました。

　また、高山長五郎の末弟の木村九蔵が創立し
た競進社の授業員をしていた城

じょうぎく

城
じょうぎく

城聞幸平が、女性
の教育を重要視し、鬼石町にあった養蚕改良鬼
石社と自らが創立した女子労働社を合併し、女
子労働鬼石社（明治33年）をつくり、養蚕方法
と実習を学ぶことができる、女性のための技術
習得と労働の場所を提供しました。
　このように、明治時代の多野藤岡地域では、
全国に先駆けて女性の社会進出の仕組みができ
ていました。

町田分教場の集合写真（明治末～大正初期　１・２列目
に 16人の女性が並ぶ）

のどぐろ海鮮鍋の振る舞い

　１月29日と30日、道の駅のと千里浜で「の
どぐろ祭」が開催されました。
　レストランではのどぐろラーメンが提供さ
れたほか、売り場では、のどぐろを使ったピ
ザや炊き込みご飯などの販売も行われました。
　また、のどぐろが入った海鮮鍋や、のどぐ
ろ炙

あぶあぶ

り寿司が振る舞われ、多くの人が軒下の
飲食スペースで舌鼓を打ちました。
　のどぐろ祭は、毎年この時期に行われてお
り、その他年間を通じてさまざまなイベント
を実施しています。藤岡市の皆さんも、羽咋
市へお越しの際には、ぜひ道の駅のと千里浜
へお立ち寄りください。

道の駅のと千里浜

のどぐろのどぐろのどぐろ祭祭祭
まつりまつり

を開催を開催を開催
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　未成年者が親の同意を得ずに契約した
場合、民法で定められた未成年取消権に

よってその契約を取り消すことができますが、
成年になって結んだ契約は未成年取消権の行
使ができなくなります。また、契約を結ぶと発
生する契約上の義務や責任も原則として取り消
すことができません。もうけ話や美容関連の消
費者トラブルに、成年になったばかりの18・19
歳も巻き込まれる恐れがあるため、契約に関す
るさまざまなルールを知った上で、その契約が
必要かどうかを検討する力を身に付けておくこ
とが重要です。相手にだまされたり脅迫された
りして結んだ契約は取り消しが可能で、販売方
法によってはクーリングオフも主張できるので
困ったら消費生活センターに相談してください。

日常防災
Everyday disaster prevention

いまからできる！からできる！

Everyday disaster preventionEveryday disaster prevention

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。防災は日常に転がっており、生活と密接に
つながっています。防災を難しく考えず、簡単な
日常の行動と結び付けて取り組んでいきませんか。

消費生活の相談は市消費生活センター ☎ fax兼用⑳1133（来庁相談要予約） 相談時間  平日午前9時～午後4時

成年年齢引き下げによる消費者トラブル

   　令和４年４月１日から民法で定める成年
年齢が20歳から18歳に引き下げられます。

今年18歳になる娘がいますが、成年年齢が引き下
げられることで、法律が変更されるものや現行の
まま維持されるものなどさまざまだと思います。
その中でも契約関係についてはどんな点に注意し
たら良いでしょうか。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】災害時の緊急連絡！災害用伝言ダイヤル

伝言を録音する 伝言を聞く

「171」にダイヤルする

「1」を押す 「2」を押す

被災地の人は自宅の電話番号を入力、
被災地域以外の人は被災地の人の

電話番号を市外局番から入力

「1」を押す

「録音する」（30秒） 「再生」が始まる

「9」を押す（終了）

▶ ▶

▶

▶▶
▶ ▶

▶

▶ ▶

▶

　災害が発生したときには、被災地の人の安否を気
遣う電話が増加し、被災地への電話がつながりにく
い状況になることがあります。そんなときに利用で
きるのが「災害用伝言ダイヤル」です。離れて暮らす
家族が災害に巻き込まれてしまったときに安否確認
をするための利用方法を紹介します。
　「171」にダイヤルし、右の
チャートの通りに録音や再生
をします。1回に録音できる
のは30秒までなので、必要
な情報のみを簡潔にまとめま
しょう。
　災害用伝言ダイヤルは災害
発生後に開設されますが、毎
月1・15日などに体験日が用意
されているので、一度家族内
での使い方を体験して、いざ
という時の備えをしてみては
いかがでしょうか。
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